
２００７年度事業報告書（要旨） 

 
学校法人 松本歯科大学 

 
第一章 法人の概要 

 
Ⅰ．設置する学校・学部・学科とその定員等 

１．松本歯科大学 
（2008年 3月 31日現在） 

学部・学科 開設年度 入学定員 収容定員 

大学院 
歯学独立研究科 

2003 18 72

歯学部歯学科 1972 120 720
 

２．松本歯科大学衛生学院 
          2008年 3月 31日現在） 

学部・学科 開設年度 入学定員 収容定員 

歯科衛生士科 1977 30 60
 
第二章 事業報告 

 
Ⅰ．教育 

１．松本歯科大学 
【歯学部】 
（1）初年時教育のさらなる充実のため、理解度別グループ編成により基礎学力強化

対策を図った。 
（2）学生への連絡体制について、学生イントラネットや電子メール等を積極的に運

用し、学生通知体制の見直しを図った。 
【大学院歯学独立研究科】 
（1）社会人学生への対応として、DVDや Eメール等を利用した電子媒体を積極的

に利用し、個別指導の充実を図った。 
（2）第 2～4 学年を対象に計 18 回の研究発表会を開催し、研究経過報告書を提出

させることにより研究の進捗状況を把握し、研究活動をサポートした。 
（3）大学院担当教員の資格更新制度を導入した。 
 

２．松本歯科大学衛生学院 
（1）接遇研修の実施 



（2）松本歯科大学病院における少人数教育の実践 
（3）重度心身障害者施設等での実習による広く社会に通用する人材の養成 
（4）教員資質の維持向上のため講習会及び研修会への積極的な参加 
（5）学生募集のため、進学ガイダンス、県内高校訪問を行った、また、一日体験入

学、希望見学会を実施した。 
（6）歯科衛生士養成機関の 3年制への移行のため、短期大学設置準備委員会を設置

し、移行のための施設設備計画を検討した。 
 
Ⅱ．研究 

 
１．学会・学術交流 
（1）「第 6回松本ボーンフォーラム」、「第 16回硬組織再生生物学会学術大会総会」

「第 8回口腔顔面痛学会」及び「第 12回 Japan Academy of Orofacial Pain
共催学術集会」を本学において開催し、国内外から多数の参加があった。 

（2）ヘブライ大学小児歯科講座、北京大学口腔医学院と本学との学術交流会をそれ
ぞれ本学において開催した。 

２．表彰 
「第 49回歯科基礎医学会学術大会」において、特別研究学生（顎口腔機能部門）
が、生理学部門発表の部で最高位の最優秀ポスター賞を受賞した。 

３．共同研究 
ハーバード大学及び東京大学を中心に行われている器官再生に関する国際共同研

究（IMBA）において、歯と骨の再生について ES細胞を用いた研究を進めているほ
か、海外の教育研究機関等との間で共同研究を行っている。 

４．共同開発 
本学の共同研究の活性化及び知的財産を活用する上で、長野県や塩尻市を主軸と

した産学官連携を行っている。また、各企業が事業化できるよう地域産業への貢献

を含め、開発に向け随時協力している。 
５．科学研究費補助金の採択について 
 2007年度の科学研究費補助金については、教員の日々の努力により、教員一人あ
たり科研費が全国の大学のなかでも上位の実績であった。また、民間からの受託研

究についても積極的に行っており実績を上げつつある。 
 
Ⅲ．病院・診療 

 
１．2008年度の新病院開院に向けた準備 
（1）接遇研修の実施 
（2）電子カルテシステム、画像の電子化等新コンピュータシステム導入準備 

２．医療安全管理研修会、ヒヤリ・ハット事例収集･分析・提供事業研修会を実施 



３．病院セミナーを実施 
 
Ⅳ．管理・運営 

 
１．キャンパス・施設・設備の整備 
（1）新病院建築工事の竣工とその稼動 
（2）本館北棟及び東棟の一部改修 
（3）Campus Inn第二期工事の竣工 
（4）食堂事業の見直し 
（5）シャトルバス運行事業 
（6）研修施設等用地の取得、及び施設整備計画を実行するため調査 

２．図書館 
（1）キャンパスプリントの設置 
（2）地域医療機関との連携として学外利用者の利用促進 

３．財政基盤の充実・強化 
保険契約、賃借物件及び知的財産関係の整理 

４．組織・人事 
（1）改正高年齢雇用対策法に基づく、定年退職後の再雇用制度を整備 
（2）改正学校教育法に基づく、教員組織の整備 
（3）人事の活性化及び業務能率維持・向上を目的とした職員退職勧奨制度を整備 
（4）労働安全衛生法に基づく、職員の安全、衛生に係る組織体制の見直し 
（5）職員の健康管理を目的とした施策を実施 
（6）医療職員向けに特化した接遇研修の実施 
（7）2008年度実施予定の高等教育評価機構による認証評価に向けた体制整備 

５．広報・学生募集 
（1）高校・予備校に対する出張講義の計画と推進 
（2）高校生・教諭を対象とした本学見学会の実施 

６．認証評価に向けての取り組み 
財団法人 日本高等教育評価機構の 2008年度認証評価受審に向けた点検・評価及

び自己評価報告書作成の準備作業 
 
Ⅴ．その他の重要事項 

 
１．松本歯科大学サテライト診療機関の新体制への移行 

1994年 6月から松本歯科大学の運営する歯科診療所として、東京に設置していた
「新宿クリニック」を、2008年 2月をもって廃止し、本施設の運営を本学と関わり
の深い医療法人財団康悦会に移行した。 

 


